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国際関係 北東アジア 社会経済 地域政策

フレッシュマン英語ファウンデーションⅠ ◆★ ● ● ● ●

フレッシュマン英語ファウンデーションⅡ ◆★ ● ● ● ●

フレッシュマン英語コミュニケーションⅠ ◆☆ ● ● ● ●

フレッシュマン英語コミュニケーションⅡ ◆☆ ● ● ● ●

ソフモア英語コミュニケーションⅠ ◆★ ● ● ● ●

ソフモア英語コミュニケーションⅡ ◆★ ● ● ● ●

英語リーディングⅠ ◆ ○ ○ ○ ○

英語リーディングⅡ ◇ ○ ○ ○ ○

英文法Ⅰ ◆ 〇 〇 〇 〇

英文法Ⅱ ◆ 〇 〇 〇 〇

海外英語研修Ⅰ 1･2･3･4 ○ ○ ○ ○

海外英語研修Ⅱ 1･2･3･4 ○ ○ ○ ○

応用英語音声学
（注１） ◆ △ △ △ △ （注１）英語教職課程履修者を優先する。

英語学概論Ⅰ
（注１） ◆ △ △ △ △

英語学概論Ⅱ
（注２） ◆ △ △ △ △ （注２）英語教職課程履修者のみ履修を認める。

異文化コミュニケーション実践英語
（注３） 1･2 ◇ ○ ○ ○ ○ （注３）「異文化理解」（米国）履修者を優先する。

多文化理解特別演習Ⅰ 2･3･4 ◇ ○ ○ ○ ○

多文化理解特別演習Ⅱ 2･3･4 ○ ○ ○ ○

多文化理解特別演習Ⅲ
（注４） 2･3･4 ○ ○ ○ ○ （注４）2019年度非開講。

英字新聞リーディング 2･3･4 ◇ ○ ○ ○ ○

英米文学リーディング 3･4 ◇ ○ ○ ○ ○

英語学特別演習Ⅰ
（注１） ◆ △ △ △ △

英語学特別演習Ⅱ
（注２） ◆ △ △ △ △

中級英語Ⅰ（ﾊﾟﾗｸﾞﾗﾌ･ﾗｲﾃｨﾝｸﾞ） ◆ ○ ○ ○ ○

中級英語Ⅱ（ｴｯｾｲ･ﾗｲﾃｨﾝｸﾞ） ◇ ○ ○ ○ ○

上級英語Ⅰ（ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝとｽﾋﾟｰﾁ） ◇ ○ ○ ○ ○

上級英語Ⅱ（ﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝとﾃﾞｨﾍﾞｰﾄ） ◇ ○ ○ ○ ○

アカデミック・ライティング ◇ △

北東アジア地域の言語と文化 ● ● ● ●

中国語Ⅰ（Ａ）・（Ｂ） ■ ■ ■ ■

中国語Ⅱ（Ａ）・（Ｂ） ■ ■ ■ ■

中国語Ⅲ（Ａ）・（Ｂ） ■ ■ ■ ■

中国語Ⅳ（Ａ）・（Ｂ） ■ ■ ■ ■

中国語会話・聴解Ⅰ
（注５） □ □ □ □

中国語会話・聴解Ⅱ
（注５） □ □ □ □

中国語読解Ⅰ
（注６） 2･3 □ □ □ □

中国語読解Ⅱ
（注６） 3･4 □ □ □ □

韓国語Ⅰ（Ａ）・（Ｂ） ■ ■ ■ ■

韓国語Ⅱ（Ａ）・（Ｂ） ■ ■ ■ ■

韓国語Ⅲ（Ａ）・（Ｂ） ■ ■ ■ ■

韓国語Ⅳ（Ａ）・（Ｂ） ■ ■ ■ ■

韓国語会話・聴解Ⅰ
（注５） □ □ □ □

韓国語会話・聴解Ⅱ
（注５） □ □ □ □

韓国語読解Ⅰ
（注６） 2･3 □ □ □ □

韓国語読解Ⅱ
（注６） 3･4 □ □ □ □

海外韓国語研修Ⅰ
（注７） 1･2･3･4 ○ ○ ○ ○ （注７）2015年度以降入学生対象科目

海外韓国語研修Ⅱ
（注７） 1･2･3･4 ○ ○ ○ ○

ロシア語Ⅰ ■ ■ ■ ■

ロシア語Ⅱ ■ ■ ■ ■

ロシア語Ⅲ ■ ■ ■ ■

ロシア語Ⅳ ■ ■ ■ ■

日本語Ⅰ
（注８） ■ ■ ■ ■

日本語Ⅱ
（注８） ■ ■ ■ ■

日本語Ⅲ
（注８） ■ ■ ■ ■

日本語Ⅳ
（注８） ■ ■ ■ ■

モンゴル語と文化 2･3･4 ○ ○

※履修しているプログラムに印のついていない科目を履修した場合は、自由選択科目の単位に算入されます。
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■２０１９年度総合政策学部総合政策学科授業科目表

特記事項分野区分 科目名 単位数
履修プログラム

教職 ﾏｲｽﾀｰ

（注８）外国人留学生のみ履修を認める

配当年次

（注６）Bクラスは選択必修、AクラスはⅠ～Ⅳまで
修得した場合のみ履修可

（注５）Bクラスは選択必修、Aクラスは履修不可

（注５）Bクラスは選択必修、Aクラスは履修不可

（注６）Bクラスは選択必修、AクラスはⅠ～Ⅳまで
修得した場合のみ履修可

国際関係 北東アジア 社会経済 地域政策
特記事項分野区分 科目名 単位数

履修プログラム
教職 ﾏｲｽﾀｰ配当年次

コンピュータ・リテラシー ◆★ ● ● ● ●

情報リテラシー ● ● ● ●

情報処理の基礎Ⅰ
(注９） ◆★ ○／● ○／● ○／● ○／● （注９）2016年度以降入学生から選択科目とする。

情報処理の基礎Ⅱ ○ ○ ○ ○

プログラミングの基礎 3･4 ○ ○ ○ ○

情報公開システム論 3･4 ○ ○

ＧＩＳ概論 3･4 ○

統計と数学
(注4) ○ ○ ○ ○ （注４）2019年度非開講。

統計学Ⅰ ● ● ● ●

統計学Ⅱ ● ● ● ●

統計分析技法 ○ ○

社会調査入門 ▼ ○ ○ ○ ○

社会調査法 ▽ ○ ○

質的調査法 ▽ ○ ○ ○ ○

社会調査法実習Ⅰ ○ ○ ○ ○

社会調査法実習Ⅱ ○ ○ ○ ○

哲学 1･2 ★ ○ ○ ○ ○

比較宗教論 2･3･4 ○ ○ ○ ○

日本思想史 2･3･4 ▽ ○ ○ ○ ○

心理学入門 2･3･4 ○ ○ ○ ○

社会心理学 2･3･4 ☆ ○ ○ ○ ○

インターパーソナル・コミュニケーション（注４） 2･3･4 ○ ○ ○ ○ （注４）2019年度非開講。

人文地理学 2･3･4 ▽ ○ ○ ○ ○

近現代史入門 1･2 ○ ○ ○ ○

西洋近代史 2･3･4 ○ ○ ○ ○

アジア近現代史 2･3･4 ○ ○ ○ ○

アメリカ近現代史 2･3･4 ◆ ○ ○ ○ ○

イギリス近現代史 2･3･4 ◆ ○ ○ ○ ○

文学 2･3･4 ○ ○ ○ ○

アメリカ文学 2･3･4 ◆ ○ ○ ○ ○

イギリス文学 2･3･4 ◆ ○ ○ ○ ○

芸術学 2･3･4 ○ ○ ○ ○

映像表現論 2･3･4 ○ ○ ○ ○

映像コミュニケーション論 2･3･4 ○ ○ ○ ○

文化人類学 2･3･4 ▽ ○ ○ ○ ○

比較文化論 2･3･4 ○ ○ ○ ○

英米文化事情 2･3･4 ◆ ○ ○ ○ ○

日本文化論 2･3･4 ▽ ○ ○ ○ ○

地域文化論 2･3･4 ▽ ○ ○ ○ ○

異文化理解 ◇ ○ ○ ○ ○

※履修しているプログラムに印のついていない科目を履修した場合は、自由選択科目の単位に算入されます。
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国際関係 北東アジア 社会経済 地域政策
特記事項分野区分 科目名 単位数

履修プログラム
教職 ﾏｲｽﾀｰ配当年次

コンピュータ・リテラシー ◆★ ● ● ● ●

情報リテラシー ● ● ● ●

情報処理の基礎Ⅰ
(注９） ◆★ ○／● ○／● ○／● ○／● （注９）2016年度以降入学生から選択科目とする。

情報処理の基礎Ⅱ ○ ○ ○ ○

プログラミングの基礎 3･4 ○ ○ ○ ○

情報公開システム論 3･4 ○ ○

ＧＩＳ概論 3･4 ○

統計と数学
(注4) ○ ○ ○ ○ （注４）2019年度非開講。

統計学Ⅰ ● ● ● ●

統計学Ⅱ ● ● ● ●

統計分析技法 ○ ○

社会調査入門 ▼ ○ ○ ○ ○

社会調査法 ▽ ○ ○

質的調査法 ▽ ○ ○ ○ ○

社会調査法実習Ⅰ ○ ○ ○ ○

社会調査法実習Ⅱ ○ ○ ○ ○

哲学 1･2 ★ ○ ○ ○ ○

比較宗教論 2･3･4 ○ ○ ○ ○

日本思想史 2･3･4 ▽ ○ ○ ○ ○

心理学入門 2･3･4 ○ ○ ○ ○

社会心理学 2･3･4 ☆ ○ ○ ○ ○

インターパーソナル・コミュニケーション（注４） 2･3･4 ○ ○ ○ ○ （注４）2019年度非開講。

人文地理学 2･3･4 ▽ ○ ○ ○ ○

近現代史入門 1･2 ○ ○ ○ ○

西洋近代史 2･3･4 ○ ○ ○ ○

アジア近現代史 2･3･4 ○ ○ ○ ○

アメリカ近現代史 2･3･4 ◆ ○ ○ ○ ○

イギリス近現代史 2･3･4 ◆ ○ ○ ○ ○

文学 2･3･4 ○ ○ ○ ○

アメリカ文学 2･3･4 ◆ ○ ○ ○ ○

イギリス文学 2･3･4 ◆ ○ ○ ○ ○

芸術学 2･3･4 ○ ○ ○ ○

映像表現論 2･3･4 ○ ○ ○ ○

映像コミュニケーション論 2･3･4 ○ ○ ○ ○

文化人類学 2･3･4 ▽ ○ ○ ○ ○

比較文化論 2･3･4 ○ ○ ○ ○

英米文化事情 2･3･4 ◆ ○ ○ ○ ○

日本文化論 2･3･4 ▽ ○ ○ ○ ○

地域文化論 2･3･4 ▽ ○ ○ ○ ○

異文化理解 ◇ ○ ○ ○ ○

※履修しているプログラムに印のついていない科目を履修した場合は、自由選択科目の単位に算入されます。
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しまね地域共生学入門（注1０） ▼ ● （注10）2015年度以降入学生対象科目

社会科学入門 ☆ ▼ ○

社会学 1･2 ★ ○

メディア入門（注４） 1･2 （注４）2019年度非開講。

情報社会論 2･3 ○

福祉社会学 2･3 ☆ ○

政治学入門 ☆ ○

政治学 1･2 ★ ○

政治思想史 2･3 ☆ ○

国際政治学入門 1･2 ☆ ○

国際関係 国際関係概論 2･3 ☆ ○

行政学入門 ○

行政学 1･2 ☆ ○

総合政策概論 ▼ ●

法学入門 ☆ ○

憲法Ⅰ 1･2 ★◆ ○

刑法 1･2 ○

民法と家族 1･2 ○

民法Ⅰ（総則） 1･2 ☆ ○

経済学入門 ☆ ○

マクロ経済学 1･2 ★ ○

ミクロ経済学 2･3 ★ ○

経営学総論 ☆ ○

経営管理論 1･2 ○

会計学 2･3 ○

自然保護思想 ○

環境保全論 1･2 ○

現代しまね学入門 ▼ ○

環境

キャリア体験

政治

特記事項分野区分 科目名 単位数 ﾏｲｽﾀｰ

基
盤
科
目

教職
科目
区分

政策

配当年次

社会

経営

法律

経済

国際関係 北東アジア 社会経済 地域政策

地域課題総合理解
（注11） ▼ （注11）マイスター履修者のみ履修を認める。

地域社会学 2･3 ▽ ○

NPO・NGO論 2･3･4 ▽ ○ ○ ○ ○

生活時間構造論 2･3･4

社会保障論 3･４ ☆ ▽ ○

家族社会学 2･3 ○

国際社会論 2･3 ☆ ○ ○

中国社会論 2･3 ○ ○

朝鮮半島社会論 2･3 ○ ○

ロシア社会論 2･3 ☆ ○ ○

安全保障論 3･4 ○ ○

平和学基礎論 3･4 ○

国際政治学 2･3 ★ ○

中国政治外交論 2･3 ○ ○

朝鮮半島政治外交論 3･4 ○ ○

ロシア政治経済論 3･4 ☆ ○ ○

戦後日本政治外交史 3･4 ○ ○

アジア比較政治 2･3･4 ☆ ○ ○

国際機構論 2･3 ☆ ○

北東アジア関係概論 2･3 ○ ○

日中関係論 3･4 ○ ○

日本朝鮮半島交流史 3･4 ▽ ○ ○

コミュニティ政策 2･3 ▽ ○

財政学 2･3 ▽ ○ ○

地域総合計画論 3･4 ▽ ○

政策過程論 2･3 ☆ ○

地方自治論 2･3 ☆ ▽ ○

公共政策論 3･4 ☆ ▽ ○ ○

経済政策論 3･4 ☆ ○ ○

情報政策論 3･4 ☆ ▽ ○

文化政策論 3･4 ☆ ▽ ○

水産経済政策論 3･4 ▽ ○

地域産業政策論 3･4 ☆ ▽ ○ ○

憲法Ⅱ 2･3 ○

行政法Ⅰ 2･3 ☆ ▽ ○

行政法Ⅱ 2･3 ☆ ▽ ○

労働法 2･3･4 ○

国際法 3･4 ★ ○ ○ ○

民法Ⅱ（物権） 2･3 ☆ ○

民法Ⅲ（債権） 2･3 ☆ ○

商法 3･4 ○ ○

公共経済論 2･3 ☆ ▽ ○

金融経済論 2･3 ○

産業構造論 2･3 ▽ ○

日本経済論 2･3･4 ☆ ▽ ○

地域経済論 2･3 ▽ ○ ○

世界経済論 2･3 ★ ▽ ○ ○ ○

国際開発論 2･3 ○ ○ ○

国際金融論 3･4 ○ ○

中国経済論 3･4 ○ ○ ○

※履修しているプログラムに印のついていない科目を履修した場合は、全領域の単位に算入されます。
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国際関係 北東アジア 社会経済 地域政策

地域課題総合理解
（注11） ▼ （注11）マイスター履修者のみ履修を認める。

地域社会学 2･3 ▽ ○

NPO・NGO論 2･3･4 ▽ ○ ○ ○ ○

生活時間構造論 2･3･4

社会保障論 3･４ ☆ ▽ ○

家族社会学 2･3 ○

国際社会論 2･3 ☆ ○ ○

中国社会論 2･3 ○ ○

朝鮮半島社会論 2･3 ○ ○

ロシア社会論 2･3 ☆ ○ ○

安全保障論 3･4 ○ ○

平和学基礎論 3･4 ○

国際政治学 2･3 ★ ○

中国政治外交論 2･3 ○ ○

朝鮮半島政治外交論 3･4 ○ ○

ロシア政治経済論 3･4 ☆ ○ ○

戦後日本政治外交史 3･4 ○ ○

アジア比較政治 2･3･4 ☆ ○ ○

国際機構論 2･3 ☆ ○

北東アジア関係概論 2･3 ○ ○

日中関係論 3･4 ○ ○

日本朝鮮半島交流史 3･4 ▽ ○ ○

コミュニティ政策 2･3 ▽ ○

財政学 2･3 ▽ ○ ○

地域総合計画論 3･4 ▽ ○

政策過程論 2･3 ☆ ○

地方自治論 2･3 ☆ ▽ ○

公共政策論 3･4 ☆ ▽ ○ ○

経済政策論 3･4 ☆ ○ ○

情報政策論 3･4 ☆ ▽ ○

文化政策論 3･4 ☆ ▽ ○

水産経済政策論 3･4 ▽ ○

地域産業政策論 3･4 ☆ ▽ ○ ○

憲法Ⅱ 2･3 ○

行政法Ⅰ 2･3 ☆ ▽ ○

行政法Ⅱ 2･3 ☆ ▽ ○

労働法 2･3･4 ○

国際法 3･4 ★ ○ ○ ○

民法Ⅱ（物権） 2･3 ☆ ○

民法Ⅲ（債権） 2･3 ☆ ○

商法 3･4 ○ ○

公共経済論 2･3 ☆ ▽ ○

金融経済論 2･3 ○

産業構造論 2･3 ▽ ○

日本経済論 2･3･4 ☆ ▽ ○

地域経済論 2･3 ▽ ○ ○

世界経済論 2･3 ★ ▽ ○ ○ ○

国際開発論 2･3 ○ ○ ○

国際金融論 3･4 ○ ○

中国経済論 3･4 ○ ○ ○

※履修しているプログラムに印のついていない科目を履修した場合は、全領域の単位に算入されます。

特記事項

国
際
関
係

社
会

単位数分野区分 科目名 ﾏｲｽﾀｰ教職
プログラム専門科目

配当年次
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政
策
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国際関係 北東アジア 社会経済 地域政策
特記事項単位数分野区分 科目名 ﾏｲｽﾀｰ教職

プログラム専門科目
配当年次

現代企業論 2･3 ▽ ○

企業会計 2･3 ○

キャリア論
（注１２） 2･3 ○

（注１２）2016年度以前入学生対象。2019年度非開
講。

経営分析論
（注１３） 3･4 ○

（注１３）2012年度以前入学生対象。2019年度非開
講。

経営戦略論
（注１４） 3･4 ▽ ◎

（注１４）2018年度以降入学生対象。
2019年度は自由科目。

経営科学 2･3･4 ○

経営組織論
（注１５） 2･3 ▽ ○

（注１５）2018年度以降入学生対象。
2017年度以前入学生については「組織行動論」の
読替科目。

マーケティング論 2･3 ▽ ○

中小企業論 2･3 ▽ ○

実践中小企業・ベンチャー経営論（注１６） 2･3 
（注１６）2013年度以前入学生対象。2019年度非開
講。

地域経営論
（注１７） 2･3 〇/◎ 〇/◎

（注１７）2018年度以降入学生対象。
2017年度以前入学生については自由科目。

地域観光資源論 2･3 ▽ ○

環境政策論 2･3 ▽ ○

環境関係法 2･3 ○

環境文化論 2･3･4 ▽ ○

環境経済学 2･3 ▽ ○ ○ ○

国際環境政治学 3･4 ○ ○

キャリア形成Ⅰ ● ● ● ●

キャリア形成Ⅱ ● ● ● ●

キャリア形成実習（注１６） （注１６）2013年度以前入学生対象。2019年度非開
講。

中小企業実務
（注１８） 2･3 

（注１８）2017年度以前入学生対象。2019年度非開
講。

ベンチャービジネス論 2･3 ▽ ○ ○

現代しまね学実践
（注１３） （注１３）2012年度以前入学生対象。2019年度非開

講。

山陰地域フィールド体験学習 1･2 ▽

インターンシップ入門 1･2･3

インターンシップ実習 1･2･3

海外企業研修 1･2･3

地域社会体験
（注１２） 1･2 

（注１２）2016年度以前入学生対象。2019年度非開
講。

企業体験実習
（注１９） 1･2･3 

（注１９）2014年度以前入学生対象。2019年度非開
講。

行政体験実習
（注１３） （注１３）2012年度以前入学生対象。2019年度非開

講。

※履修しているプログラムに印のついていない科目を履修した場合は、全領域の単位に算入されます。
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環
境

国際関係 北東アジア 社会経済 地域政策

フレッシュマン・スキル・セミナー ■ ■ ■ ■

フレッシュマン・フィールド・セミナー ■ ■ ■ ■

総合演習Ⅰ ■ ■ ■ ■

総合演習Ⅱ ■ ■ ■ ■

総合演習Ⅲ ■ ■ ■ ■

総合演習Ⅳ ■ ■ ■ ■

総合演習Ⅴ ■ ■ ■ ■

総合演習Ⅵ ■ ■ ■ ■

卒業研究 ■ ■ ■ ■

地域共生演習Ⅰ
（注11） ▼ ■ ■ ■ ■ （注11）マイスター履修者のみ履修を認める。

地域共生演習Ⅱ
（注11） ▼ ■ ■ ■ ■

地域共生演習Ⅲ
（注11） ▼ ■ ■ ■ ■

地域共生演習Ⅳ
（注11） ▼ ■ ■ ■ ■

地域共生演習Ⅴ
（注11） ▼ ■ ■ ■ ■

地域共生演習Ⅵ
（注11） ▼ ■ ■ ■ ■

地域共生卒業研究
（注11） ▼ ■ ■ ■ ■

体育実技Ⅰ
（注４） 1･2･3･4 ◆★ ◎ ◎ ◎ ◎ （注４）2019年度非開講。

体育実技Ⅱ
（注４） 1･2･3･4 ◆★ ◎ ◎ ◎ ◎

教職入門 2･3 ◆★ ◎ ◎ ◎ ◎

教育学 2･3 ◆★ ◎ ◎ ◎ ◎

教育心理学 2･3 ◆★ ◎ ◎ ◎ ◎

教育課程編成論 2･3 ◆★ ◎ ◎ ◎ ◎

公民科教育法Ⅰ 2･3 ★ ◎ ◎ ◎ ◎

英語科教育法Ⅰ 2･3 ◆ ◎ ◎ ◎ ◎

公民科教育法Ⅱ 3･4 ★ ◎ ◎ ◎ ◎

英語科教育法Ⅱ 3･4 ◆ ◎ ◎ ◎ ◎

教育行政学 3･4 ◆★ ◎ ◎ ◎ ◎

教育方法論 3･4 ◆★ ◎ ◎ ◎ ◎

生徒指導論 3･4 ◆★ ◎ ◎ ◎ ◎

進路指導論 3･4 ◆★ ◎ ◎ ◎ ◎

教職実践演習 ◆★ ◎ ◎ ◎ ◎

教育実習指導 ◆★ ◎ ◎ ◎ ◎

高等学校教育実習 ◆★ ◎ ◎ ◎ ◎

【留意事項】

２　教職欄の凡例： ◆英語教職必修　◇英語教職選択　★公民教職必修　☆公民教職選択

３　マイスター欄の凡例： ▼必修　▽選択

４　科目区分欄の凡例： ●必修　○選択

５　プログラム専門科目欄の凡例： ○プログラム専門科目（選択）　　※○印のないプログラムについては全て全領域科目扱いとなります。

単位数 教職
履修プログラム

特記事項分野区分 科目名 ﾏｲｽﾀｰ配当年次

１　履修プログラム欄の凡例： ●必修　■選択必修（第二外国語、総合演習化科目）　○選択　□選択（第二外国語）　△選択(担当教員の了解を得られれば履修可)　◎自由

教
職
科
目

総
合
化
演
習
科
目
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国際関係 北東アジア 社会経済 地域政策

フレッシュマン・スキル・セミナー ■ ■ ■ ■

フレッシュマン・フィールド・セミナー ■ ■ ■ ■

総合演習Ⅰ ■ ■ ■ ■

総合演習Ⅱ ■ ■ ■ ■

総合演習Ⅲ ■ ■ ■ ■

総合演習Ⅳ ■ ■ ■ ■

総合演習Ⅴ ■ ■ ■ ■

総合演習Ⅵ ■ ■ ■ ■

卒業研究 ■ ■ ■ ■

地域共生演習Ⅰ
（注11） ▼ ■ ■ ■ ■ （注11）マイスター履修者のみ履修を認める。

地域共生演習Ⅱ
（注11） ▼ ■ ■ ■ ■

地域共生演習Ⅲ
（注11） ▼ ■ ■ ■ ■

地域共生演習Ⅳ
（注11） ▼ ■ ■ ■ ■

地域共生演習Ⅴ
（注11） ▼ ■ ■ ■ ■

地域共生演習Ⅵ
（注11） ▼ ■ ■ ■ ■

地域共生卒業研究
（注11） ▼ ■ ■ ■ ■

体育実技Ⅰ
（注４） 1･2･3･4 ◆★ ◎ ◎ ◎ ◎ （注４）2019年度非開講。

体育実技Ⅱ
（注４） 1･2･3･4 ◆★ ◎ ◎ ◎ ◎

教職入門 2･3 ◆★ ◎ ◎ ◎ ◎

教育学 2･3 ◆★ ◎ ◎ ◎ ◎

教育心理学 2･3 ◆★ ◎ ◎ ◎ ◎

教育課程編成論 2･3 ◆★ ◎ ◎ ◎ ◎

公民科教育法Ⅰ 2･3 ★ ◎ ◎ ◎ ◎

英語科教育法Ⅰ 2･3 ◆ ◎ ◎ ◎ ◎

公民科教育法Ⅱ 3･4 ★ ◎ ◎ ◎ ◎

英語科教育法Ⅱ 3･4 ◆ ◎ ◎ ◎ ◎

教育行政学 3･4 ◆★ ◎ ◎ ◎ ◎

教育方法論 3･4 ◆★ ◎ ◎ ◎ ◎

生徒指導論 3･4 ◆★ ◎ ◎ ◎ ◎

進路指導論 3･4 ◆★ ◎ ◎ ◎ ◎

教職実践演習 ◆★ ◎ ◎ ◎ ◎

教育実習指導 ◆★ ◎ ◎ ◎ ◎

高等学校教育実習 ◆★ ◎ ◎ ◎ ◎

【留意事項】

２　教職欄の凡例： ◆英語教職必修　◇英語教職選択　★公民教職必修　☆公民教職選択

３　マイスター欄の凡例： ▼必修　▽選択

４　科目区分欄の凡例： ●必修　○選択

５　プログラム専門科目欄の凡例： ○プログラム専門科目（選択）　　※○印のないプログラムについては全て全領域科目扱いとなります。

単位数 教職
履修プログラム

特記事項分野区分 科目名 ﾏｲｽﾀｰ配当年次

１　履修プログラム欄の凡例： ●必修　■選択必修（第二外国語、総合演習化科目）　○選択　□選択（第二外国語）　△選択(担当教員の了解を得られれば履修可)　◎自由
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目
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